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＜連絡事項＞

・当直医の変更がありますので、お知らせします。
　6/13（火）伊藤Ｄｒ→田名部Ｄｒ

　6/14（水） 深澤Ｄｒ→伊藤Ｄｒ
に変更となります。
＜患者様連絡事項＞

・佐藤　さた様～療養環境変更目的にて東合併症室から東Cユニットへ移動となっている。又、5/9(火)10:00南山苑の訪問調査予定となっている。

・土屋　由貴子様～本日13:30から婦人科受診の為、外出に行かれている。次回5/6(土)苫米地クリニックへ受診の為、外出予定となっている。

・畠山　正治様～本日南山苑の訪問調査行っている。5/10(水)退院予定(時間予定)となる。

・中堤　光枝様～療養環境変更目的にて東Cユニットから東Bユニットへ移動となっている。

・山崎　清助～5/5(金)10:00に御家族様が南山苑へ施設入所申し込みに行かれるとの事。

・林崎　なみ様～本日14:00に自宅へ退院となっている。初外来日は5/30(火)10:30予定となる。

・安達　貴浩様～主治医より御家族様との面談(今後の事について)を調整するようにとの指示あり。

・小田　恵一郎様～主治医より御家族様との面談を調整するようにとの指示あり。毎週火曜日の午前か金曜日の午前・午後で調整してほしいとの事。担当SWへ情報提供し調整していくとの事。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。大声で叫び、又、私物要求の頻回さ目立っている。拒食・拒薬は無い。スタッフの介入に対し、命令口調見られている。精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・袴田　将志様～身体拘束中。体温38.0～38.2℃、他バイタルサイン異常無し。クーリングにて対応している。点滴はトラブル無くキープ中。午前中に保清(髭剃り・顔拭き等)を行っている。声掛けには小声で返答されている。早期に処遇改善を図れるよう、看護介入していく。
＜要注目患者様＞

・聖前　偉三郎様～バイタルサイン異常無し。飲水等の要求頻回でベッド上での体動見られている。
・池野　功一様～酸素2L流入中。酸素カヌラ外し見られ、都度介入要している。酸素カヌラを外している際には酸素飽和濃度80％後半へ低下あるも酸素カヌラをするとすぐに90％以上へ回復している。

・桑原　幸一郎様～酸素飽和濃度低下無し。点滴もトラブル無くキープ中。内服を茶寒天で試みているが、むせ込み見られている。発熱・他バイタルサイン異常無し。昨日不眠で経過しており、本日日中は傾眠されている。

・畑中　成夫様～喫煙室の鍵が開いている隙を見て、喫煙室へ侵入し、Bユニットの女性患者様への話し掛けあり、介入要している。介入にて話し掛けを止め、Aユニットへ戻られているが、説明への理解は乏しい。

・澁谷　兼一様～右大腿部外側に内出血痕あり、主治医へ情報提供していく。

・船田　泰子様～11:00より疼痛を訴え、疼痛時の継続指示薬を使用している。疼痛時は車椅子自操して来詰し、スタッフに伝える事出来ている。各食主食1/2・副食全量摂取されている。

・小舘　アツ子様～頭痛や「目がおかしい」、他科受診の希望等訴え頻回に聞かれているが、

切迫した様子は無く経過している。

・赤坂　登志様～右臀部に内出血痕あり、昨日の入浴時に発見したとの事。最近便失禁や弄便行為見られており、その際に滑って転倒した可能性があるとの事。本人の排泄状況や所在を確認し転倒に注意していく。又、主治医へ情報提供していく。

・藤井　孝蔵様～昨日排便-3日目にてシンラック15滴服用しているが、本日はまだ排便が無い。排便-4日目の為、再度継続指示で対応していく。

＜定期薬変更＞

・藤井　崇史様～リスペリドンOD錠が6mg→3mgへ減量、他同内容で処方となっている。

・野田　敏治様～リスペリドンOD錠が6mg→3mgへ減量、他同内容で処方となっている。

・藤井　孝蔵様～デパケンR錠100mgが終了、他同内容で処方となっている。

＜入院患者様情報＞

日時：5月2日　14:20

　病棟病室：東病棟合併症室

　　　氏名：佐々木　たま（ささき　たま）様

　生年月日：昭和8年11月28日　83歳

　　　性別：女性

　　主病名：アルツハイマー型認知症

　　　病棟：東病棟合併症室

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：深澤Ｄｒ

＜経過＞

　平成29年3月23日徘徊、物盗られ妄想があり、単身生活であったことなどから当院初診。当院受診後まもなく4/13体動困難となり、南部町医療センター受診。左大腿骨頚部骨折の診断にて治療については歩行困難となる可能性もあるが、家族の意向もあり保存加療の方針となった。しかし、入院中現在、夜間不眠、帰宅願望、不穏状態が持続していることから、一度医師間での服薬における確認は行っている。今回、同院での治療終了に伴い、施設入所検討しているが、認知症周辺症状が顕著であることから、当院での治療希望され、平成29年5月2日14：20東病棟合併症室へ入院となる。
